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【自ら考え 自ら行動し ともによりよく生きようとする子供を育てる】 長崎市立伊良林小学校 校長 片岡 勝志 

２学期終了 

今日で２学期が終わりました。この学期は、大きな行事が目白押しでした。子供たちは、それぞれ

の行事に臨む上でしっかり目標をもち、準備や練習に一生懸命取り組みました。様々な体験学習を通

して、「目標をもってこつこつ努力すること」「友達と力を合わせること」など、これからの学校生活

につなげることのできる貴重な学びができました。子供たちには成長の跡が見られます。まさに「実

りの秋」でした。 

1 年生の３人の子供たちの発表（２学期の振り返りや冬休みのめあてなど）を紹介します。 

 

 

 

これまでの成果と課題をしっかりと整理し、本校のめざす子供像である「進んで学ぶ子」「思いや

りのある子」「たくましい子」「感謝する子」「伊良林・長崎を愛する子」の実現に向けて、今後とも

保護者の皆様、地域の皆様としっかり連携を図りながら、職員一丸となって教育活動を推進してまい

ります。２学期のご協力、ありがとうございました。 

 

人権について考える 

１８日に人権集会を行いました。この集会はもともと４日に予定していたのですが、インフルエン

ザが流行したため、この日に延期になったものです。４年生による福祉について調べたことの発表、

各学年による人権標語の発表、「ともだちになるために」の全校合唱などをしました。 

 私が冬休みに楽しみにしていることは、いとこと旅行に行くことです。一年生で初めての冬休み

は楽しみです。泊まるホテルを調べたら、テントがあって中はもふもふです。いとこは元気なので、

バスケットを一緒にしたいです。いとこは年が上なので、私が上手に書けるようになった漢字を見

てもらいたいです。                           （１の１ 代表） 

 私が２学期に頑張ったことは二つあります。 

一つ目は、字をきれいに書くことです。とめ、はね、はらいに気を付けて書くことを頑張りまし

た。新しい漢字をならってきれいに書けるようになると、字を書くのが楽しくなりました。３学期

も字を丁寧に書くことを続けたいです。 

 二つ目は、友達にやさしくすることです。お休みの人の当番の仕事を手伝ったり、ふわふわ言葉

をいつも使うようにしたりすることを頑張りました。友達から「ありがとう」と言われると、私も

うれしい気持ちになりました。３学期もふわふわ言葉を使って、友達と仲良くしていきたいです。 

                                    （１の２ 代表） 

 私は３学期、時計の勉強を頑張りたいです。何時何分を読めるようになりたいです。なので家で

も時計を読めるように練習します。二つ目に頑張りたいことは係りの仕事です。宿題係を頑張りま

す。                                  （１の３ 代表） 



私は子供たちに次のような話をしました。 

この集会が、子供たちの人権意識の高まりにつながってくれればと思います。 

 

楽しい冬休みに 

クリスマスにお正月。明日から、子供たちにとって楽しい冬休みです。伊良林っ子が冬休みの１７

日間を、事故なく、けがなく、安全に過ごせることを心から願っています。そのために、学校では、

各学級担任から子供たちに冬休みのくらし方について指導しているところです。 

つきましては、ご家庭におかれましても『令和６年度 冬休みのくらし方』や学年・学級だより等

を参考にしていただき、お子さんと冬休みのきまり等の確認や注意喚起をよろしくお願いします。な

お、次のことについては、重ねてご指導いただきますようお願いします。 

 □ 外出するときは、「行き先」「帰る時刻」「友達の名前」をはっきり家の人に伝える。 

 □ 子どもだけで出かけるときは、防犯ブザーを持っていく。 

 □ 午前１０時までは家で過ごす。午後５時までには家に帰り着く。 

 □ 人気（ひとけ）のないところや、危険な場所では遊ばない。 

 □ 校区外へは、保護者と一緒に出かける。 

 □ 道路へは絶対に飛び出さない。道路を横断するときは、左右をよく確認してから渡る。 

 □ 身の危険を感じたときは、大きな声を出して助けを求める。（防犯ブザーを鳴らす。） 

 □ お小遣い（お年玉）を使うときは、保護者に相談する。無駄遣いをしない。友達同士で金銭

の貸し借りをしたり、おごったりしない。 

□ 子どもだけでゲームセンター、カラオケボックス、スーパーや大型店舗などへは行かない。 

  □ 地域の方々には進んで挨拶し、注意されたら素直に話を聞く。 

 

「人権って、何でしょう。」と聞かれたら、どう答えますか。人には、どんな人にでも「生まれたときから 

幸せに生きる権利」をもっています。この、人が幸せに生きる権利のことを「人権」というのです。人はそれ

ぞれ、顔もかっこうも性格も気持ちも、何もかも違います。みんな同じというのは、ありえません。この世界

に、自分と同じ人間は誰もいない。人間一人一人は違う。一人一人が違うことは、とても素晴らしいこと。こ

の考え方をしっかりもつことが大切です。このようなことを日頃から思って、行動できるようになると、どう

でしょう。「いじめや差別」などといったことは、起こらないと思いませんか。 

 もう一つお尋ねします。皆さんは、友達に優しくしていますか。悪口を言ったり、差別やいじわるなどをし

たりしていませんか。された人は、心に大きなけがをします。心のけがは見えないので、した人は気づきませ

ん。でも、された人にとっては、体のけがと同じように痛く、苦しいのです。ぜひ皆さん、これまで自分が言

ったことやしたことを静かに振り返ってみてください。そして、あなたが持っている、あなたの優しい心を、

もっともっと、あなた自身の言葉や行動に出してほしいと思います。「優しい心を言葉や行動に出しましょう」

優しい心を持った人は、優しい顔で、優しい言葉を話し、優しい行動をします。みなさんの優しい心で、ここ

にいる全ての人が、毎日笑顔で過ごせる伊良林小学校、笑顔いっぱいの伊良林小学校にしていきましょう。 

 


